後期研修プログラム　　形成外科コース

１．コースの概要

　　初期研修後、形成外科を専門とする医師を養成するためのプログラムであり、このプログラム終了後は形成外科学会専門医試験を受験し形成外科専門として形成外科疾患を単独で手術，対処できるようになることを目的とする。

２．取得資格
　形成外科学会専門医

３．研修期間
　　研修期間は２年ないし３年、
形成外科学会専門医取得には初期研修後４年の形成外科研修が必要であり、さらに、形成外科全般の知識、技量が必要のため、当院で症例数が少なく経験できない疾患について形成外科学会認定施設での研修が２年以上、計４年以上の形成外科研修が必要となる。

４．取得手技
顔面皮膚、皮下腫瘍切除縫合
植皮手術
手指の断端形成、観血的整復固定、腱神経縫合、脱臼の処置、スプリント固定
熱傷処置、手術
関節瘢痕拘縮、顔面瘢痕に対する形成術
局所皮弁を用いた再建
眼瞼下垂、内反症手術、涙嚢鼻腔吻合術
有茎皮弁作成術（筋皮弁、島状皮弁）
合多指（趾）症手術
耳下腺腫瘍手術
顔面骨（頬骨、下顎骨など）に対する観血的整復固定手術
＜認定施設による研修＞
広範囲熱傷の管理、処置、手術
マイクロサージャリー手技を用いた再建、
切断指再接着術
口唇裂、口蓋裂手術

５．診療科の指導体制
　　診療科医師数　常勤２名（形成外科認定医　１名）

　

　

６．診療科の実績と経験目標症例数
	　　
	手　術　数
	経験目標数（３年間）

	熱傷
	10
	20

	顔面骨骨折
	10
	15

	手足先天異常
	5
	5

	手足外傷
	40
	50

	その他の先天異常
	5
	5

	母斑、血管腫、良性腫瘍
	120
	150

	悪性腫瘍、再建
	15
	10

	瘢痕、瘢痕拘宿、ケロイド
	20
	30


　
７．形成外科専門医取得について
　　当院形成外科は日本形成外科学会、教育関連施設であり認定施設と連携して研修する必要がある。形成外科専門医取得には、形成外科学会正会員4年以上、臨床研修期間を含め４年以上の形成外科研修を認定施設で行うことが受験資格となる。本院形成外科は東京医科大学形成外科（認定施設）の教育関連施設として認定されているが、研修期間４年の内２年以上は認定施設で研修を行う必要があり、当院での症例が少ない唇裂、口蓋裂手術、頭頚部腫瘍の再建、重症熱傷治療などは、認定施設（東京医科大学形成外科など）で研修を行わなければならない。

８．その他
当院の形成外科は、救命救急センターと連携して外傷救急に力を入れており、救命救急処置の習得は必須である。また救命センターの構成科として救命救急当直も行い、各科と連携して診療に当たる必要がある。
